









































































































して教義の一つに挙げる（ Die Entstehung der altkatholischen Kirche. Eine kirchen- und 








に対する批判の嚆矢は一般に J・ ・ヘルダー（ ）の『ヘブライ
































Perspectives on 19th and 20th Century Protestant Theology, 


































































根源的なものと異質なものを区別することができなかった」（Das Wesen des Christentums, ）。
26  ルター自身は使徒信条、アタナシオス信条、テ・デウムの つを基本信条と考えた（
）。 年に編纂されたルター派の『一
致信条書（Bekenntnisschriften der evangelisch-lutherischen Kirche）』では使徒信条、ニカイア・コンス
タンティノポリス信条、アタナシオス信条の つが収録されている。



































Das Wesen des Christentums,
少々的を外れているかもしれないが、テルトゥリアヌスは「誇張ではなく、『主の祈り』には福音全
体の縮図が含まれている」とする（ De Oratione, 1,6）。当然ながら「主の祈り」の中には
キリスト論はない。
Die Predigt Jesu vom Reiche Gottes, 































Das Wesen des Christentums. Vorlesungen im Sommersemester 1901 vor Studieren aller 
Fakultäten an der Universität Greifswald,
































und Ausblicke Theologische Studien. Herausgegeben von Johannes von Lüpke, ）。ハルナッ
クがキリスト論を教義の中心であると見做し、「非教義的キリスト教」を志向したことは、こうした
背景を考慮することもできよう。
Das Wesen des Christentums, 



























47  シノペのマルキオン（ ）は旧約の創造神デミウルゴスと新約の救済神イエスを全
く別物であるとする二元論的神論を唱え、ルカによる福音書とパウロの 10書簡のみを聖書とした
いわゆる「ハイパー・パウロ主義」を奉じた。ハルナックは間接的ながらもこのマルキオンを「最
初のプロテスタント」と呼ぶことを支持している（  Marcion, das Evangelium vom 




48  「皆さん、この宗教（ ）とは、すなわち神への愛と隣人愛であるところの宗教とは、人
生に意味を与えるものなのです。学問にはそれはできないでしょう」（Das Wesen des Christentums, 
168）。
－ －
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おわりに
　本論文では「非教義的キリスト教」と「非教派的キリスト教」の相違の考察から出
発し、ハルナックの「非教義的キリスト教」の内実について、主としてイエスの福音
に対するその歴史批判から分析を行った。グラーフの指摘にあるように、ハルナック
の「非教義的キリスト教」の概念は教派性の超克を意図している。このことは近年ま
で顧慮される向きが少なかったが、恐らくは改めて注目されてよい点であるように思
われる。ハルナックのこの概念は明らかに 20世紀初頭のエキュメニズム実践と関連
が見られる。エキュメニカル運動の古典的なモットーは「教義は分断し、奉仕（礼拝）
は一つになる（ ）」だからである。一方で、20世紀後半
期から見られるエキュメニズムの停滞状態、特に世界教会協議会の手詰まり状態は、
この理念の手詰まり状態でもあると推測されても致し方ないであろう。本論文におけ
る推論からすれば、「非教義的キリスト教」の概念にはシュライアマハーの宗教理解
があり、それが果たして教会の一致点となり得るかについての考察が今一度求められ
るものと思われる。また本論文で取り上げた「非教派的キリスト教」と「非教義的キ
リスト教」の相違についても実践的な文脈から再考する必要もあるであろう。こうし
た現代的課題に対してハルナックに聴くことが相当程度の意義を持っていることを指
摘しておきたい。
－ －
「非教義的キリスト教」とは何か
【 】
　　
　　
　　
